戦後における元造船官の活動に関する一考察 by 沢井 実















































































































































修理業務も行った。1951年 8月には National Bulk Carriers（NBC）社が播磨造船所呉船渠から一部の従業員（約
























































































日本鋼管 西日本重工業 東日本重工業 佐世保船舶工業
　遠山　光一 　山口　宗夫 〇岩崎　正亮 　渡辺　英一
　埴田　清勝 　松下　雄一 　垂水　保之 　中村　常雄
　浮田　基信 〇金子　一夫 　但馬　利夫 　大賀　秀輝
　小林　勝二 〇坂田　得蔵（62年） 　渡辺　亮（62年） 　山形　聡
〇小谷　淳 〇原　紀 　仲佐　洋三 　木下　共武
　養生田　正夫（62年） 〇安藤　勇 〇鳥居　忍 SRF
　清水　澄 〇米倉　邦彦 〇山脇　正輔 　村田　益太郎
　竹内　晃 〇島田　博之 浦賀船渠 　堀　元美
〇小津　勇 〇竹下　宗夫 　広幡　増弥 　河東　克己
　沢田　俊光 　友田　清（62年） 〇加藤　孝一 　橋本　啓介
〇田代　雄二郎 〇土井　大陸 　松岡　忠正 林兼造船
〇中神　一夫（62年） 〇橋本　隆年 　長谷川　正 〇井本　武
　中井　孝 〇市川　泰 〇安井　次郎 　村上（山下）元夫
　中村　幹雄 〇大橋　恵二郎 〇山下　昇（62年） 〇小林　鉄男
　関根　通男 石川島重工業 　菊地　一郎 　中田　富次郎
　立川　義治 　桜井　清彦 中日本重工業 南国特殊造船
〇久保田　欽也（62年） 〇高木　敬太郎 〇田中　章 　岡田　一喜
　村田　章 　岩崎　正英 〇井上　勝 　白井　実
〇阿閇　貞之 　小沢　雅男 　奥村　順郎（62年） 〇山下　龍雄
〇遠藤　春夫 　橋本　敏郎 〇中村　貴憲 〇丹羽　誠一
日立造船 　鈴木　伊智男（62年） 〇甲斐　敬二 NBC呉
　小野塚　一郎 　戸田　仁志（62年） 　藤田　孝彦（62年） 　若松　守朋
　西田　正典 　村上　外雄 三井造船 　神田　好雄






日立造船 石川島重工業 三井造船 NBC呉
〇本田　脩三 　池内　迪彦 　瀧沢　宗人 〇大薗　政幸
　木下　昌雄 〇久保　正造 〇高柳　武男 藤永田造船所
〇宮下　義一 〇恩田　嘉（62年） 〇矢吹　宗秋（62年） 　遠山　嘉雄
　藤野　宏 播磨造船所 〇高橋　正郎 　片山　信
　柴柳　徹郎 　田中（山下）　輝男 〇冨田　哲治郎 　布施　秀三（島）
　田中　利夫 　横田　健 川崎重工業 昭和造船車輌
　馬場　清一郎 　村上　正孝 〇大野　民雄 　古川　慎
　森　健四郎 　中原　敬介 　下川（川島）栄一 　冨岡　達夫










































































































　小野塚は 1945年 11月の海軍省解体とともに海軍省嘱託を解任され，46年 10月に日本海事振興
会の戦時海運史編纂委員会嘱託となり，47年 3月から 48年 12月まで明楽工業に勤務した。同月
日立造船に入社した小野塚は東京事務所船舶課課員となり，1949年 4月に東京事務所船舶課技術




　続いて小野塚は 1956年 2月に営業調査部長兼船舶輸出部長となり，同年 8月から 1年間ロンド
ン駐在員，ロッテルダム駐在員を務めた。帰国後営業調査部長に復帰し，1958年 1月に調査部長，
60年 12月に日立造船理事に就任し，62年 4月に出向して飯野重工業常務取締役となった。1963
年 5月には舞鶴重工業（同年 4月に飯野重工業改称）専務取締役，64年 6月に日本造船工業会艦艇
部会長となり，65年 4月に日立造船に復帰して社長室長を務めた。同年 5月に取締役となり，12














































































スのベテランであった。1947年 4月発足時の SRFの従業員は約 700人であったが，年末には 1000
人を超え，朝鮮戦争で急増し，52年には 4000名に達した［以上，桜井　2000：454―455による］。
表 4　米海軍横須賀基地艦船修理廠（SRF）勤務の元造船官
氏名 SRF勤務部署 在任期間 出身学校 卒業年 最終階級 戦後の経歴
生田　実 SRF発足時に
参画
1945―46 横浜高工 1938 技術少佐 1945年　米国海軍　横須賀基地，47年
　吾妻計器製作所設立，取締役社長
坂東　彦麿 〃 1945―46 横浜高工 1943 技術少尉 1962年　工務監督
梶原　正夫 総括部門・GM 1946―61 東大 1923 技術大佐 1968年　日本大学講師
堀　元美 企画部門・GM 1948―56 東大 1935 技術中佐 1968年　浦賀重工業艦艇営業部長
橋本　啓介 〃 1948―60 東大 1935 〃 1948年　SRF（横須賀米海軍基地艦船
修理部），60年　飯野重工業，62年
関東学院大学工学部教授
村田　益太郎 設計部試験 1949―68 九大 1940 〃 1951年　西日本重工業，60年　三菱造
船技術部次長
福井　又助 工場部門・GM 1949―62 東大 1924 技術大佐 不明








冨田　範郎 設計部船体 1950―69 東大 1931 技術中佐 不明
野上　秀喜 設計部 1950―59 九大 1941 技術大尉 不明
向山　政一 企画部見積 1950―71 東大 1944 技術中尉 不明
堀田　知道 工事部溶接 1952―63 東大 1941 技術大尉 不明
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沢　井　　　実
要　　旨
　アジア太平洋戦争の敗戦とともに帝国海軍が消滅したことによって，さまざまな戦時経験を抱えな
がら自らの生活を切り開いていった元造船官の戦後における歩みを追跡し，その歴史的意義を考察す
ることが本論文の目的である。本論文では軍事部門から民間部門への転換（軍民転換）の個別ケース
をできるだけ多数検討することによって，軍民転換プロセスの多様性を明らかにし，同時に軍民転換
という大きな「断絶」を生き抜いた個々の造船技術者がいかなる戦時経験への思いを胸に戦後に乗り
出していったのか，その手がかりを得たいと考える。
　さらに本稿では戦時経験に対するどのような反省，内省が，戦後における元造船官の活動を背後か
ら規定したのかといった視点にも留意したい。戦後における個々の選択を規定した戦時経験を具体的
に明らかにすることはきわめて困難な作業であるが，自らが経験した戦時への思いが，戦後の活動に
ある方向性を与えたと想定することは許されるであろう。この語られることの少なかった戦時への思
い，反省を，戦後の活動のなかから逆照射する視点を保持することは，軍民転換プロセスを考察する
際にはとくに重要な方法的手続きである。
